児童虐待
～児童虐待防止委員会の事務局を通じて～
聖隷浜松病院　患者支援センター　医療福祉相談室　柴田隆
要旨

医療ソーシャルワーカー（以下MSW）として3年目となり、児童虐待防止委員会の事務局を昨年度より担当している。多くの症例を経験し、事務局として、医療機関として、MSWとして支援の振り返りを行った。医療機関に求められていること、自分自身の支援で出来ていたこと、不足していることが把握でき今後の目標が理解できた。
1 目的

当院は平成13年8月、医療福祉相談室を事務局とし、児童虐待防止委員会－通称CAPSS（Child Abuse Prevention System Seirei）を設立し、早期発見、治療・援助及び予防を目的として活動を行っている。
事務局を昨年度から担当する事となり、多くの症例を経験した。MSWが果たす役割や、医療機関に求められるものについて、振り返り報告を行う。
２ 方法

当院で対応した児童虐待件数は2017年度34件、2018年度上半期28件である。そのうち昨年度から担当として関わった症例を抽出し事務局としてどのような支援を行ったか分析を行った。
なお、個人を特定する内容については発表対象としないよう倫理的配慮を行った。

３ 結果

自身が関わった症例は15件あり、病院での発見が5件、児童相談所からの受診・情報提供相談は7件であった。内訳は身体的虐待12件、ネグレクト2件、その他1件である。
事務局の果たす役割は、①受診受入窓口②院内通報窓口③関係機関連絡窓口の主に３つであった。
医療機関が果たす役割は、身体的虐待が多いことがわかった。背景の一例である児童の育てにくさ（発達障害等）についての知識を必要とされた。
　MSWの果たした役割は、子ども、院内外関係者の支援が中心であった。
４ 考察
受診受入窓口としては、児童相談所からの情報をまとめ個人情報に配慮しつつ最善な方法で最短の時間の受診が出来るよう院内の調整を行っている。
院内通報窓口としては、提供された情報を元に速やかに緊急度判断会議を召集し、帰宅か、通告の必要があるかを判断している。
関係機関の連絡窓口としては、地域からのニーズを拾い、お互いの支援が円滑に行えるようにしている。
医療機関としては、治療不要の軽症から手術が必要な重症まで、身体的虐待に幅広く対応している。心理的虐待や性的虐待の症例数が少ない理由としては、発見の難しさ、総合病院の診療体制に馴染まないことが関係しているのではないか。
支援対象者としては、家族全体の支援が望ましいものの、実際には起こった事象に対応する事が精一杯で、再発防止や育児支援につながるケースワークが出来なかったことが理由と考える。
５ まとめ
昨年度から多くの症例を経験してきたが、振り返る機会がなく自分に出来ていたこと、不足していたこと、今後取り組む必要があることなどを把握することが出来た。
今後は起こった事象に着目するのではなく、その先にある子どもの健やかな成長や、家族の幸せとは何かを常に意識しながら産科担当MSWと協力して育児支援が行えるようにしていきたい。
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